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【方法】1. 平成 25 年 5 月にスタッフ全員にＰＮＳについてプレゼン
テーション 2.10 月からＰＮＳのプレ実践
3.11 月と 12 月にアンケート調査、課題整理・見直し検討　


































【研究方法】１． 対象：平成 26 年 4 月に採用された新人看護職員
21 名。２．方法：新人看護職員が部署に配属される前の 5 月初旬
と配属 2 週間後、その後も継続して年 4 回、ＷＨ O 精神的健康状
態表の自己評価を行う。これは 5 項目で構成されており、毎日そう
だった（5 点）から全くそういう日がなかった（0 点）までの 5 段





【結果】新人が部署に配属する前の平均点は 19.29 ± 3.55( 百分率ス
コア 77.16)、配属 2 週間後の平均点は 15.75 ± 5.02( 百分率スコア
63.0）であった。
【考察】部署配属前と配属 2 週間後の WHO 精神的健康状態表を比
較すると、平均で 3.54 点低下していた。日本看護協会「2011 年病
院看護実態調査」によれば、一か月以上の長期病気休暇を取得した
常勤看護職員の 3 分の１がメンタルヘルス不調によるものであり、
全体の 0.8％にあたる。新人の困難感を把握し、職場環境をチーム
全体で見直すと共に、部署と看護部、外部の専門家の連携が組織と
して取り組む課題である。
